
上
田
博
先
生
は
、
立
命
館
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、
大
阪
電
気
通
信
大
学

高
等
学
校
教
諭
と
な
ら
れ
、
三
〇
歳
の
折
立
命
館
大
学
大
学
院
に
進
学
。
博

士
前
・
後
期
課
程
を
経
て
、
京
都
橘
女
子
大
学
（
現
・
京
都
橘
大
学
）
文
学

部
に
助
教
授
と
し
て
着
任
し
、
一
九
八
三
年
四
月
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教

授
（
一
九
八
七
年
四
月
よ
り
教
授
）
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
二
三
年
の

長
き
に
亙
り
、
本
学
で
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
（
二
〇
〇

六
年
四
月
よ
り
名
誉
教
授
）。

研
究
分
野
は
、
日
本
近
代
文
学
を
専
攻
さ
れ
、
と
く
に
石
川
啄
木
の
文
学

研
究
に
於
い
て
、
小
説
・
評
論
を
中
心
と
し
た
散
文
か
ら
全
歌
鑑
賞
に
至
る

韻
文
領
域
ま
で
幅
広
く
論
究
さ
れ
、
啄
木
文
学
の
全
体
像
に
迫
ら
れ
た
功
績

は
、
啄
木
賞
（
岩
手
日
報
文
学
賞
）
受
賞
、
学
位
（
博
士
）
取
得
を
は
じ
め

と
し
て
学
会
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
与
謝
野
鉄
幹
・

晶
子
、
木
下
杢
太
郎
、
若
山
牧
水
、
正
宗
白
鳥
、
石
橋
湛
山
、
高
田
保
馬
、

尾
崎
行
雄
な
ど
日
本
近
代
文
学
に
流
れ
る
目
由
主
義
の
水
脈
を
短
歌
や
小

説
、
随
筆
、
評
論
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
掘
り
当
て
、
時
代
の
中

に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
良
質
な
作
品
の
再
評
価
を
行
う
と
共
に
、
文
学
研
究

の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
も
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
執
筆
さ
れ
た
五

〇
冊
に
及
ぶ
著
作
と
数
々
の
論
考
は
、
新
し
い
知
見
と
高
い
見
識
が
備
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
晩
年
は
、
ポ
ト
ナ
ム
短
歌
会
に

入
会
し
、
歌
集
『
食
卓
の
津
波
』（
白
楊
書
院

二
〇
〇
六
・
四
）
を
刊
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
作
歌
を
通
し
て
歌
詠
み
啄
木
や
鉄
幹
、
晶
子
た
ち
の
心
の

襞
に
触
れ
よ
う
と
す
る
姿
は
、
他
の
研
究
者
の
追
随
を
許
さ
な
い
深
い
洞
察

か
ら
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

先
生
が
発
表
さ
れ
た
研
究
論
文
は
、
分
析
、
考
察
、
論
証
を
す
べ
て
兼
ね

備
え
た
優
れ
た
論
考
で
す
が
、
決
し
て
硬
苦
し
い
文
章
で
は
な
く
、
一
文
一

文
が
と
て
も
魅
力
的
で
、
素
敵
な
文
学
的
表
現
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、「
論
文
を
書
く
こ
と
は
、
自
分
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。」（『
日
本
近
代

文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
一
九
九
七
・
七
）、「〈
石
川
啄
木
〉
を
問
う
こ

と
は
、
ぼ
く
と
は
何
者
か
を
問
う
こ
と
」（『
石
川
啄
木

時
代
閉
塞
状
況
と

「
人
間
」』
二
〇
〇
〇
・
五
）、「
近
く
に
帰
っ
て
く
る
た
め
に
、
遠
い
処
へ
出

か
け
て
い
た
」（「
論
究
日
本
文
学
」
二
〇
〇
五
・
二
）
な
ど
の
言
葉
は
、
論

文
を
書
く
と
い
う
行
為
の
中
に
潜
ん
で
い
る
本
質
を
穿
っ
た
言
葉
で
あ
る
よ

師
上
田
博
先
生
を
偲
ぶ

瀧
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う
な
気
が
し
ま
す
。

学
会
活
動
も
精
力
的
に
こ
な
さ
れ
、
国
際
啄
木
学
会
会
長
と
し
て
、『
石

川
啄
木
事
典
』（
お
う
ふ
う

二
〇
〇
一
・
九
）
の
編
纂
・
刊
行
や
年
一
回

の
大
会
だ
け
で
な
く
、
春
の
セ
ミ
ナ
ー
を
設
置
し
、
若
手
研
究
者
の
育
成
に

努
め
た
こ
と
、
国
内
外
か
ら
の
学
会
会
員
増
を
実
現
し
た
こ
と
等
々
、
質
量

共
に
比
例
す
る
形
で
飛
躍
さ
せ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。

教
育
分
野
で
は
、
読
書
す
る
楽
し
さ
や
作
品
鑑
賞
の
面
白
さ
、
そ
れ
ら
か

ら
〈
知
〉
の
発
見
や
企
み
を
味
わ
う
醍
醐
味
を
、
そ
し
て
や
が
て
そ
の
感
動

や
愉
し
さ
が
研
究
へ
と
連
な
る
（
道
で
あ
る
）
こ
と
を
、
先
生
自
ら
情
熱
を

も
っ
て
（
実
践
さ
れ
る
姿
を
通
し
て
）
私
た
ち
に
お
教
え
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
卒
業
生
の
中
に
は
直
接
そ
の
よ
う
な
先
生
の
影
響
を
受
け
、
教
育
や
研

究
へ
の
道
を
選
ん
だ
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
（
ま
さ
に
私
も
そ
の
一
人
で

す
）。
ま
た
、
大
学
や
学
会
と
い
う
狭
い
枠
に
囚
わ
れ
ず
、
勉
強
会
や
講
演

会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
（
サ
ロ
ン
）
の
場
を
提
供
（
た
と
え
ば
、
明
治
文

芸
講
演
会
等
）
し
、
文
学
や
芸
術
を
愛
す
る
人
た
ち
と
の
交
流
を
続
け
て
来

ら
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
教
え
子
一
人
ひ
と
り
に
と
り
ま
し
て
も
活
き
た
財

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

退
職
年
（
二
〇
〇
六
年
）
一
月
一
二
日
立
命
館
大
学
末
川
記
念
会
館
ホ
ー

ル
に
於
い
て
�
御
退
職
記
念
最
終
講
義
�
が
行
わ
れ
た
折
も
、
こ
れ
ま
で
指

導
を
受
け
た
卒
業
生
を
は
じ
め
と
し
て
約
一
五
〇
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参

加
者
た
ち
全
員
の
（
先
生
に
対
す
る
）
思
い
が
昂
じ
た
せ
い
か
会
場
は
熱
気

に
満
ち
溢
れ
、
進
行
役
で
舞
台
の
袖
に
い
た
私
の
眼
鏡
が
曇
っ
た
ほ
ど
で
し

た
。
講
義
に
先
立
ち
、
学
部
を
代
表
し
て
木
村
一
信
学
部
長
（
当
時
）
か
ら

ご
挨
拶
と
先
生
の
お
人
柄
や
経
歴
・
業
績
を
ご
紹
介
戴
き
、
そ
の
温
か
い
お

人
柄
と
業
績
の
数
々
を
耳
に
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
偉
大
さ
を
実
感
し
た
の

で
し
た
。
ご
講
義
は
、「
啄
木
研
究
四
〇
年
」
と
題
さ
れ
、
と
く
に
専
門
と

さ
れ
た
石
川
啄
木
文
学
の
四
〇
年
に
及
ぶ
研
究
の
中
で
、
啄
木
（
文
学
）
や

恩
師
（
國
崎
望
久
太
郎
、
石
井
勉
次
郎
、
和
田
繁
二
郎
先
生
）
た
ち
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
問
題
意
識
が
広
が
り
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
行
っ

た
か
、
ま
た
、
研
究
・
教
育
活
動
を
通
し
て
自
ら
時
代
・
社
会
と
対
峙
し
て

き
た
か
が
具
体
的
に
自
己
の
実
生
活
や
経
験
を
通
し
て
語
ら
れ
、
受
講
者
一

同
胸
を
打
た
れ
た
の
で
し
た
（
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
手
巾
を
目
に
あ
て
る
人

を
見
か
け
ま
し
た
）。
講
義
終
了
後
文
学
部
、
人
文
学
会
、
卒
業
生
等
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
者
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
盛
大
な
拍
手
の
な
か
で
閉
講
と
な

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
末
川
記
念
会
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ル
ム
で
卒
業
生
、

学
生
、
教
職
員
ら
六
〇
名
以
上
が
出
席
し
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
先
生
を
囲
ん

で
親
睦
を
深
め
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
後
日
（
二
月
二
六
日
）
退
職
記
念
会

が
催
さ
れ
、
大
学
や
学
会
・
研
究
会
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
ご
教
示
戴

い
た
教
え
子
た
ち
七
五
名
が
集
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
体
験
し
ま
し
た
温
か

で
た
お
や
か
な
雰
囲
気
を
（
私
は
）
い
ま
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
先
生
が
文
学
研
究
（
あ
る
い
は
立
命
館
と
い
う
学
び
舎
）
を
通
し

て
人
間
の
生
き
方
や
社
会
の
在
り
方
を
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
、
そ
う
し
た
環
境
の
中
か
ら
個
々
の
問
題
意
識
が
深
ま
り
、
互
い
が
切

磋
琢
磨
す
る
中
で
自
立
精
神
が
養
わ
れ
た
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し

て
友
情
と
い
う
輪
が
広
が
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
参
加
者
皆
で
共
有
し
、
再
体

験
す
る
場
（
機
会
）
と
な
っ
た
の
で
す
。（
司
会
を
務
め
る
な
か
）
学
生
生

一
一
〇



活
の
記
憶
（
思
い
出
）
が
鮮
明
に
甦
っ
て
き
た
の
で
し
た
。

研
究
指
導
や
研
究
書
を
通
し
て
、
先
生
は
私
た
ち
に
様
々
な
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
作
品
の
中
か
ら
登
場
人
物
た
ち
の
心
情
、
思
考
、
価

値
観
を
引
き
出
す
こ
と
の
大
切
さ
、
論
証
す
る
際
の
資
料
の
慎
重
な
選
別
、

先
行
研
究
批
判
の
在
り
方
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
作
者
と
作

品
、
読
者
、
こ
れ
ら
三
者
の
有
機
的
関
係
を
視
野
に
入
れ
、
作
者
の
意
図
、

作
品
の
主
題
、
読
者
の
受
容
を
文
学
研
究
に
示
す
こ
と
の
重
要
性
も
ご
教
授

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
教
え
を
し
っ
か
り
胸
に
刻
ん
で
、
後
輩
た
ち

に
伝
え
る
と
共
に
（
私
の
）
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
先
生
の
真
摯
な
研
究
態
度
や
文
学
（
研
究
）
へ
の

燃
え
滾
る
情
熱
を
少
し
で
も
感
得
で
き
ま
す
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
た
き
も
と
・
か
ず
な
り

本
学
教
授
）

師
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偲
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